
2024 年度九州地区研修会「手術室における看護記録について学ぶ」 

 アンケート結果 

日時：2025 年 3 月 8日（土）13：00～16：30 

会場：九州大学病院 臨床大講堂 

参加者：84 名（理事 10 名、認定 3名） 

アンケート方法：退室時に QRコードにて回答 

回答者数：60 名（回収率 71.4％） 

問１：看護師経験年数をお答えください         問２：手術室経験年数をお答えください 

問 3：研修会に参加した理由をお答えください      問４：研修時間についてお答えください 

 

 

 

  

 

 

  

 

問 5：講義は満足でしたか 
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問６：上記のように回答された理由をお答えください。 

・記録の簡略化について学べた。 

・わかりやすくて聞きやすかった。知らない事をたくさん学べた。 

・記録に残してないと実施したことにならないと今まで縛られていた。☑️だけでも良いとわかった 

・普段聞くことができない他施設の方の声や、AI システムのことがきけたから。 

・他の病院のカルテシステムを知れて良かったです。 

・今後の展望や、記録のことが分かり、面白かった。 

・他施設での記録や、実際に求められている記録はどのようなものかを知り、自施設の記録の見直しに活かせると思

った。 

・AI 導入と DX化の利点はとても実感することができた。どうしたら AI を取り入れてもらえるのか考えたい。 

・事前アンケートに対する答えや、知りたかった事に対する内容がテーマに盛り込まれていたので有意義な時間でし

た。 

・看護記録に対する考え方をブラッシュアップすることができた。 

・記録でデータ収集を行うことで、標準看護計画を作り上げていけるなど、とても勉強になりました。 

・日頃あまり記録というものに焦点を当てて話を聞く機会は余りなかったし、自分自身そこまで深く考えたこともな

かったので今後活かしていきたい 

・流れがわかりやすく、資料にそった内容のためみながら勉強することができた 

・記録をしなきゃいけないという概念に囚われていたと気づきました。 

・手術システムを更新したばかりで看護記録を簡素化しつつも意味のあるものにするにはどうしたら良いか悩んでい

たが先生の講義を聞いて少し方向性が見えてきました 

・最後に個別な質問時間を長く設けていて其々の抱える問題の解決に繋がった 

・システム的には勉強になったが、実践向きでなかった。また看護記録の基本的なことは看護協力の研修でも参加で

きるので、もう少し具体的な手術看護記録について、直ぐに実践できるような内容を期待していた（ちょっと期待し

てたのと違った） 

・実際の記録についてももう少し知りたかった。 

・術中の必要な看護記録や必要情報の取得について、必要性や効率性の重要性について理解出来、今後 ai の活躍につ

いても興味が湧いた。しかし、少し 1年目には難しい内容部分もあった。 

 

 

問 7：今後の看護実践（看護記録）に活用できそうですか。 
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問 8：今後、研修会に取り入れてほしいテーマをお選びください。（複数選択可） 

 

問９：その他、研修に関するご意見、ご感想をお聞かせください。 

・普段聞くことがてきないことについて、意見交換ができて参考になりました 

・AI を取り入れた医療という新しい発想を考えることができて新鮮でした。 

・院内の看護記録問題解決にむけた取り組みができそうです。 

・今日みたいな話し合いは堅苦しくなくやりやすかった 

・手術記録が自分たちの記録になっていた事を学び、何に活かせる記録にしていくか課題が見つかり有意義な研修に

なりました。 

・グループ活動があることで他の施設の看護体制やシステムなどを聞くことができ、今後変わった視点で看護をして

いきたいと思った。 

・記録に関して今まで考えたことない視点の勉強会だったためいい刺激を受けることが出来ました 

・他施設の取り組みや状況を知ることができるのがとても興味深かったです。 

自部署でも取り入れられるものを吸収し、質向上だけでなく社会の流れに乗っていけたらと思いました。 

・新しい知識をたくさん得ることができ、良い機会になりました・ 

・自らの記録を振り返ることが出来ました。 

・チェック方式でも看護記録として認められているということがわかってよかった。 

・3時間という短い時間でしたが、明日からでも使える講話を聞くことができて、大変勉強になりました。 

・先生の講義はもちろんですが、最後のグループワーク発表では、他施設の現状などを聞くことができ、良い刺激にな

りました。 

・転記などの無駄な記録はいらない、看護や医療の質を保ち、患者のための記録とはなにかを考えていきたいと思い

ます。 

・研修に参加して記録以外の経営や DPC を学べて視野が広がった。 

・グループワークのテーマが 1 つに絞ってもらえると具体的に考えやすいのではないかと思った。グループワークで

は、AI を活用したモデル病院の取り組みをしれたらイメージが湧きやすいといった話になった。 

・もう少し休憩時間がほしいです 

・WEB 研修にして欲しいです 

・参加したい研修でも、勤務や子供を預けるなど調整ができず参加できないことが多いです。web 開催も同時にして

いただけるとありがたいです。 

・研修開始時間を土曜日の午前中にすると参加しやすいです。 

・研修案内をもう少し余裕があるようにしてほしい。今回勤務希望後の案内だった。 
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